








キャリーオーバー症例の実態を把握するために、大学検診の実態並びに職域検診にて異常

を指摘された腎障害患者の発見の時期や病態を検討した。大学検診では要観察・要治療の

発生頻度が 0.4-0.5%となり成人領域のそれとほぼ同様であり、その多くは長期間の管理を

必要とする慢性腎炎であった。職域検診ではキャリーオーバー症例は 20%程度に認められ、

多くの症例が腎不全におちいっており、学校検診後の管理体制の確立が重要であると考え

られた。 


